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方
向
性
電
磁
鋼
板
（
Ｇ

Ｏ
）
の
国
際
需
給
が
、
タ

イ
ト
化
の
様
相
を
強
め
て

い
る
。
各
国
で
強
ま
る
環

境
規
制
の
強
化
を
背
景

に
、
鉄
損
率
の
低
い
高
効

率
品
（
レ
ー
ザ
ー
仕
様
の

薄
手
材
）
の
ニ
ー
ズ
が
高

い
た
め
で
、
国
際
市
況
は

昨
年

1年
で
ト
ン
当
た
り

約

7
0
0㌦
上
昇
。
板
厚

0・

3㍉
以
下
の
レ
ー
ザ

ー
仕
様
・
薄
手
材
を
安
定

的
に
供
給
で
き
る
メ
ー
カ

ー
が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と

も
あ
っ
て
、
当
面
、
需
給

が
緩
和
に
向
か
う
公
算
は

薄
い
。
国
際
市
況
の
上
昇

で
、
国
内
価
格
と
輸
出
価

格
の
内
外
格
差
が
逆
転
、

国
内
高
炉
メ
ー
カ
ー
は
来

年
度
上
期
以
降
、
国
内
の

重
電
・
変
圧
器
メ
ー
カ
ー

に
対
し
て
値
上
げ
を
要
請

す
る
姿
勢
を
固
め
た
。
現

在
詳
細
を
詰
め
て
お
り
、

需
給
状
況
を
丁
寧
に
説
明

し
、
需
要
家
の
理
解
を
得

た
い
考
え
だ
。

　
先
ご
ろ
決
着
し
た
欧
米

の
大
手
重
電
・
ト
ラ
ン
ス

メ
ー
カ
ー
向
け
の

1―

6

月
積
み
輸
出
商
談
は

2半

期
連
続
の
大
幅
値
上
げ
と

な
っ
た
。
ひ
も
付
き
分
野

と
し
て
一
般
市
況
よ
り
高

い
水
準
の
価
格
帯
を
維
持

し
て
い
る
分
野
だ
が
、

2

半
期
の
累
計
値
上
げ
幅
は

4
0
0―

5
0
0㌦

に
も

達
し
た
。

　
世
界
の
Ｇ
Ｏ
マ
ー
ケ
ッ

ト
は
今
年
に
入
っ
て
反
転

の
一
途
を
た
ど
っ
て
い

る
。

2年
前
の
イ
ン
ド
に

始
ま
り
、
昨
年
に
は
日
本

で
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
第

2次
判
断
基
準
が
ス
タ
ー

ト
、
今
年
に
は
Ｅ
Ｕ
、
来

年
に
は
米
国
と
相
次
い
で

環
境
規
制
が
強
化
さ
れ
る

こ
と
で
、
世
界
の
大
手
重

電
・
ト
ラ
ン
ス
メ
ー
カ
ー

は
環
境
規
制
に
対
応
し
た

高
効
率
変
圧
器
の
製
造
体

制
の
整
備
を
急
い
で
い

る
。高
効
率
変
圧
器
に
は
、

鉄
損
率
の
低
い
薄
手
Ｇ
Ｏ

が
欠
か
せ
な
い
が
、

0・

3

㍉
以
下
と
い
う
低
鉄
損
・

薄
手
Ｇ
Ｏ
を
安
定
的
に
生

産
で
き
る
メ
ー
カ
ー
は
世

界
的
に
も
新
日
鉄
住
金
、

Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
、
Ｐ
Ｏ

Ｓ
Ｃ
Ｏ
、
宝
山
鋼
鉄
に
限

ら
れ
る
。
こ
の
た
め
、
新

日
鉄
住
金
や
Ｊ
Ｆ
Ｅ
な
ど

各
社
の
Ｇ
Ｏ
ラ
イ
ン
は
い

ず
れ
も
フ
ル
稼
働
。
レ
ー

ザ
ー
仕
様
の
薄
手
材
は
制

約
が
厳
し
く
、
生
産
効
率

を
落
と
す
面
が
あ
る
こ
と

も
作
用
し
て
い
る
。
相
次

ぐ
能
力
増
強
で
供
給
過
剰

な
は
ず
の
中
国
で
も
、
宝

山
や
武
漢
鋼
鉄
と
い
う
ト

ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
ミ
ル
に
発

注
が
集
中
、
両
社
は
リ
ス

ト
プ
ラ
イ
ス
の
大
幅
値
上

げ
を
続
け
て
い
る
。

　
国
内
の
大
手
重
電
・
ト

ラ
ン
ス
メ
ー
カ
ー
向
け
の

ひ
も
付
き
価
格
は
こ
こ
数

年
の
需
給
緩
和
の
中
で
低

迷
し
た
状
態
が
続
い
て
い

た
が
、
昨
年
か
ら
の
国
際

市
況
の
上
昇
で
、
か
ね
て

問
題
視
さ
れ
て
い
た
内
外

価
格
差
も
大
幅
に
逆
転
。

国
内
需
要
が
、
高
効
率
転

換
に
加
え
、
電
力
向
け
の

設
備
投
資
の
回
復
も
手
伝

っ
て
、
増
加
気
配
を
示
す

中
、
国
内
高
炉
は
価
格
改

定
が
必
要
と
判
断
し
た
よ

う
だ
。す
で
に
昨
年
に
は
、

物
件
向
け
で
値
上
げ
を
打

ち
出
し
、
浸
透
さ
せ
た
ケ

ー
ス
も
あ
る
。

方向性電磁国
際
需
給
タ
イ
ト
化
続
く

高
炉
、
国
内
向
け
値
上
げ
へ

鋼材加工センター（型鋼、鋼管、非鉄）

ISO9001/14001 認証取得
TEL 047-354-8211

http://www.az-azabu.com

試作から量産品まで短納期対応
12Mまで加工可能

3次元レーザー加工

15年度国
内
鋼
材
消
費

6434万
㌧

14年
度
見
込
み

横
ば
い
に
　特
殊
鋼
が
微
増

◎

（
11面

）
新
年
特
集
…
高
炉
メ
ー
カ
ー
造
船
厚
板
戦
略

きょうの紙面

新
型

機
で

加
工

速
度

２
倍

に
向

上

　
日
鉄
住
金
物
産
特
殊
鋼
中
部
は
こ
の
ほ

ど
、
新
型
の
バ
ン
ド
ソ
ー
を
リ
プ
レ
ー
ス
の
形

で
導
入
、
稼
働
を
開
始
し
た
。
従
来
機
に
比
べ

加
工
速
度
は
ほ
ぼ

2倍
に
高
ま
っ
た
。（

2面
）

阪阪
上上
正正
章章
・・
全全
鉄鉄
連連
・・
ＯＯ
ＳＳ
ＡＡ
会会
長長
にに
聞聞
くく
　　

,,

未
年
生
ま
れ
の
鉄
鋼
人

（
６
―
８
面
）

　
日
本
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
が

7日
に
開
い

た
異
物
混
入
へ
の
対
応
に
つ
い
て
の
会

見
に
、釈
然
と
し
な
い
も
の
を
感
じ
た
人

は
多
か
ろ
う
。と
も
す
れ
ば
開
き
直
り
と

も
と
ら
れ
か
ね
な
い
役
員
ら
の
姿
勢
に

危
機
管
理
の
甘
さ
を
指
摘
す
る
専
門
家

も
い
る
。
会
見
を
観
て
い
て
、か
つ
て
大
阪
の
ホ
テ
ル

の
ト
ッ
プ
が
食
の
偽
装
で
会
見
を
開
い
た
時
に
感

じ
た
の
と
同
じ
印
象
を
受
け
た
▼
企
業
や
消
費
者

も
ネ
ッ
ト
の
告
発
や
意
見
に
敏
感
に
な
り
す
ぎ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
指
摘
も
聞
か
れ
る
が
、
異

物
混
入
の
事
実
が
あ
っ
た
以
上
、商
品
を
提
供
す
る

側
と
し
て
こ
れ
に
真
摯
に
対
応
す
る
の
は
当
然
の

こ
と
だ
ろ
う
。役
員
ら
の
発
言
ぶ
り
に
そ
の
真
摯
さ

が
見
て
取
れ
な
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。社
長
が
出
席

し
な
か
っ
た
の
も
悪
い
印
象
を
与
え
た
▼
ま
ず
は

消
費
者
の
不
快
や
不
信
、不
安
を
取
り
除
く
こ
と
が

大
切
で
は
な
い
か
。危
機
管
理
の
要
諦
は
起
き
た
事

象
に
対
し
、
い
か
に
マ
イ
ナ
ス
を
減
ら
し
て
ダ
メ
ー

ジ
か
ら
回
復
し
、企
業
を
プ
ラ
ス
の
方
向
に
向
か
わ

せ
る
か
だ
。
そ
の
た
め
に
あ
ら
ゆ
る
手
立
て
を
講
じ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、最
初
の
会
見
で
消
費
者
の

反
感
を
買
う
よ
う
で
は
話
に
な
ら
な
い
。
こ
う
し
た
危

機
は
企
業
の
将
来
を
左
右
す
る
分
岐
点
に
な
る
。

2015.1.13

金属春秋

外為TTS

（三菱東京UFJ銀行）

（9日10時）

米ドル 120.87  

ユーロ 142.86  

ウォン 11.19  

（参考値）

元 19.59  

（参考値）

LME相場

（現地8日セツル、㌦）

銅 6230.5  

アルミ 1776.5  

ニッケル 15330.0  

亜鉛 2160.0  

錫 19750.0  

鉄スクラップ総合価格
（円、9日調べ）

H2 26,100  

新断バラ 28,200  

東証終値 (9日、円)

17,197.73 30.63 

新日鉄住金 287.0

JFEHD 2,575.0  

神戸製鋼 204  

日新製鋼 1,112  

〈14面に主要企業株価欄〉

バルチック海運指数

現地8日 724  

WTI原油先物（中心限月）

現地8日 48.79  

中国輸入鉄鉱石着岸価格（CISA）

現地8日 70.84  

306

465

50

江東公会堂

猿江恩賜公園

猿江恩賜公園野球場兼競技場

東京都立科学技術高校

大島橋
交番

小名木川小名木川
東京都立墨東特別支援学校

明
治
通
り

四
つ
目
通
り

毛利小学校

五之橋南詰毛利二丁目 城東清水橋清水橋西

愛吉神社

明
治
通
り

四
つ
目
通
り

都営新宿線都営新宿線 新大橋通り新大橋通り

住吉駅前

江東西
税務署入口
江東西
税務署入口

毛利小学校

西大島駅前

首都高速7号小松川線首都高速7号小松川線錦糸町IC

五之橋南詰毛利二丁目 城東清水橋清水橋西

コンビニ

コンビニ

コンビニ コンビニ

コンビニ

コンビニ

コンビニ

スーパー
マーケット

第一大島小学校

G.SG.S

愛吉神社

大島二丁目

HP本社

LIXIL物流

HP本社

LIXIL物流

東
京
メ
ト
ロ
半
蔵
門
線

西大島
住吉

謹啓 平素は格別のご高配を賜り 厚く御礼申し上げます
さて このたび 弊社は右記のとおり移転し 本日 平成27年1月13日（火曜日）より
業務を開始するはこびとなりましたので ご案内申し上げます
何卒 今後とも一層のご愛顧を賜りますようお願い申し上げます
なお移転に伴い電話・FAX番号も変わりますので併せてお知らせいたします

謹白 
スズキテクノス株式会社 

代表取締役社長　鈴 木 雅 之

本社移転のご案内

■ 移　転　先 〒136-0072　東京都江東区大島1丁目8番6号
電話番号 03-6807-0075　FAX 03-6807-0098

■ 営業開始日 2015年1月13日（火曜日）

新東京本社新東京本社地図

　
連
載
「
変
貌
す
る
中
国

鉄
鋼
業
」は
休
み
ま
し
た
。

（
９
面
）

新
年
特
集
…
東
北
復
興
に
貢
献
す
る
重
仮
設

鋼材部門別消費量の見通し（単位＝万㌧、カッコ内は％）

年度
普通鋼
合　計

建設業 製造業 特殊鋼
鋼　材計 土木 建築 計 造船 自動車 産機 電機 二次 容器 その他

10 4,816 1,856 557 1,299 2,961 600 1,057 455 327 259 147 117 1,216

11 4,941 1,918 555 1,364 3,023 556 1,131 506 318 245 143 125 1,276

12 4,896 2,082 608 1,474 2,814 433 1,114 470 302 235 133 127 1,247

13 5,175 2,301 674 1,626 2,875 411 1,148 504 311 243 134 125 1,330

14（見込み） 5,116 2,248 705 1,543 2,868 436 1,116 528 306 236 123 124 1,318

15（見通し） 5,107 2,232 652 1,580 2,875 442 1,116 527 314 232 120 123 1,327

（前年度比） (▲0.2) (▲0.7) (▲7.5) (＋2.4) (＋0.2) (＋1.5) (±0.0) (▲0.1) (＋2.6) (▲1.4) (▲2.6) (▲1.0) (＋0.7)

1166年年
度度
下下
期期
ＩＩ
ＳＳ
ＯＯ
化化
へへ

鉄
鋼
材
料

環
境
評
価
　早
期
の
確
立
図
る

世
界

鉄
鋼

協
会

の
Ｌ

Ｃ
Ａ

方
法

論

　
日
本
鉄
鋼
連
盟
は
、
高

炉
法
と
電
炉
法
で
区
別
せ

ず
に
鉄
鋼
製
品
全
体
で
評

価
す
る
世
界
鉄
鋼
協
会
の

Ｌ
Ｃ
Ａ
（
ラ
イ
フ
・
サ
イ

ク
ル
・
ア
セ
ス
メ
ン
ト
、

環
境
影
響
評
価
）
方
法
論

に
関
し
、
国
際
標
準
化
で

あ
る
Ｉ
Ｓ
Ｏ
規
格
化
を
目

指
し
て
お
り
、
早
け
れ
ば

2
0
1
6年

度
下
期
に
も

規
格
が
成
立
す
る
見
通
し

だ
。Ｉ
Ｓ
Ｏ
化
に
よ
っ
て
、

自
動
車
な
ど
の
製
品
廃
棄

後
に
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
る

ス
ク
ラ
ッ
プ
の
環
境
価
値

を
Ｌ
Ｃ
Ａ
評
価
に
取
り
入

れ
る
こ
と
が
で
き
、
リ
サ

イ
ク
ル
率
が
高
く
、
環
境

負
荷
の
低
い
鉄
鋼
材
料
が

正
当
に
評
価
さ
れ
る
と
と

も
に
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
リ
サ

イ
ク
ル
率
の
高
い
日
本
鉄

鋼
業
や
、
日
本
鉄
鋼
製
品

を
利
用
す
る
需
要
家
の
環

境
評
価
も
有
利
に
な
る
。

　
Ｌ
Ｃ
Ａ
は
製
品
や
サ
ー

ビ
ス
に
対
す
る
環
境
影
響

評
価
の
手
法
で
、
評
価
主

体
・
企
業
ご
と
に
採
用
し

て
い
る
方
式
や
境
界
条
件

が
異
な
る
。
世
界
鉄
鋼
協

会
で
は
、「
鉄
鋼
製
品
が
寿

命
後
も
鉄
源
と
し
て

1
0

0％
再
利
用
さ
れ
る
」
と

い
う
鉄
鋼
資
源
循
環
に
着

目
。
高
炉
法
・
電
炉
法
を

一
つ
の
鋼
材
循
環
シ
ス
テ

ム
と
し
て
評
価
し
、
両
製

鉄
法
を
区
別
せ
ず
に
鉄
鋼

製
品
全
体
で
計
算
・
評
価

す
る
Ｌ
Ｃ
Ａ
方
法
論
を
確

立
。
同
方
法
論
に
基
づ
く

鉄
鋼
製
品
ご
と
の
環
境
負

荷
デ
ー
タ
を

5年
ご
と
に

世
界
規
模
で
収
集
し
、
公

表
し
て
い
る
。

　
日
本
鉄
鋼
連
盟
は

14年

度
か
ら
準
備
を
進
め
、
同

方
法
論
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
規
格
化

を
目
指
す
こ
と
を
世
界
鉄

鋼
協
会
Ｌ
Ｃ
Ａ
専
門
家
会

議
に
提
案
し
た
。
す
で
に

Ｉ
Ｓ
Ｏ
素
案
は
事
業
受
託

先
で
あ
る
日
鉄
住
金
総
研

で
作
成
さ
れ
、
世
界
鉄
鋼

協
会
の
事
務
局
を
通
じ
て

Ｌ
Ｃ
Ａ
専
門
家
会
議
メ
ン

バ
ー
に
送
付
さ
れ
た
。

　
Ｌ
Ｃ
Ａ
専
門
家
会
議
メ

ン
バ
ー
の
合
意
が
得
ら
れ

れ
ば
、

15年
度
の
早
い
段

階
で
国
際
標
準
化
機
構

（
Ｉ
Ｓ
Ｏ
）
に
対
し
て
、

Ｎ
Ｐ
（
Ｎ
ｅ
ｗ
・
Ｗ
ｏ
ｒ

ｋ
・
Ｉ
ｔ
ｅ
ｍ
・
Ｐ
ｒ
ｏ

ｐ
ｏ
ｓ
ａ
ｌ
）
提
案
（
新

規
格
提
案
）
を
実
施
し
、

実
質
的
に
キ
ッ
ク
オ
フ
。

Ｎ
Ｐ
提
案
が
認
め
ら
れ
れ

ば
、
鉄
鋼
材
料
の
規
格
を

制
定
し
て
い
る
Ｉ
Ｓ
Ｏ

「
Ｔ
Ｃ

17（
鋼
に
関
す
る

専
門
委
員
会
）」で

ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
が
立
ち
上

が
り
、
早
け
れ
ば

16年
秋

に
も
Ｉ
Ｓ
Ｏ
化
が
実
現
す

る
。

　
同
方
法
論
は
Ｌ
Ｃ
Ａ
の

基
準
を
定
め
る
Ｉ
Ｓ
Ｏ

（

1
4
0
4
0、

1
4
0

4
4）に

準
拠
し
て
い
る
。

他
素
材
に
先
駆
け
て
Ｌ
Ｃ

Ａ
方
法
論
を
Ｉ
Ｓ
Ｏ
化
す

る
こ
と
で
、
鉄
鋼
材
料
の

環
境
評
価
を
早
期
に
確
立

し
て
い
き
た
い
考
え
。（

10

面
に

関
連

記
事

）

　
普
通
鋼
鋼
材
消
費
は
、

建
設
業
が

0・

7％
減
の

2
2
3
2万

㌧
、
製
造
業

は

0・

2％
増
の

2
8
7

5万
㌧
と
な
る
見
通
し
。

　
建
設
業
の
う
ち
土
木

は
、
前
年
度
に
あ
っ
た
公

共
事
業
押
し
上
げ
効
果
が

剥
落
し
、

7・

5％
減
の

6
5
2万

㌧
程
度
に
減
少

す
る
。
建
築
は
住
宅
の
消

費
税
増
税
影
響
の
一
巡
や

設
備
投
資
の
増
加
に
伴
う

非
住
宅
の
回
復
か
ら

2・

4％
増
の

1
5
8
0万

㌧

程
度
に
増
加
す
る
。

　
製
造
業
は
、
造
船
が
騒

音
規
制
強
化
後
の
新
規
受

注
反
動
減
や
船
価
低
迷
な

ど
需
要
環
境
は
厳
し
い

が
、
円
安
に
よ
る
競
争
力

回
復
も
あ
っ
て

17年
ご
ろ

ま
で
船
台
を
埋
め
て
い
る

造
船
所
が
多
く
、
鋼
材
消

費
は

1・

5％
増
の

4
4

2万
㌧
程
度
に
な
る
見
通

し
。
自
動
車
は
、
軽
自
動

車
税
増
税
の
影
響
が
顕
在

化
す
る
が
、
一
方
で
登
録

車
は
消
費
税
増
税
影
響
か

ら
徐
々
に
脱
す
る
た
め
、

国
内
販
売
は
微
減
か
ら
横

ば
い
に
な
る
と
想
定
。
輸

出
は
小
型
車
の
現
地
生
産

化
一
巡
と
円
安
効
果
に
よ

っ
て
横
ば
い
か
ら
微
増
と

予
想
。
鋼
材
消
費
は
横
ば

い
の

1
1
1
6万

㌧
程
度

に
な
る
と
み
て
い
る
。
産

機
は
、
企
業
設
備
投
資
が

回
復
す
る
が
、
鋼
材
消
費

ウ
エ
ー
ト
の
大
き
い
建
機

の
排
ガ
ス
規
制
強
化
後
の

反
動
減
か
ら

0・

1％
減

の

5
2
7万

㌧
程
度
と
な

る
。
電
機
は
、
国
内
設
備

投
資
の
回
復
に
よ
っ
て
ウ

エ
ー
ト
の
大
き
い
重
電
を

中
心
に
増
加
す
る
た
め
、

2・

6％
増
の

3
1
4万

㌧
程
度
と
な
る
見
通
し
。

　
特
殊
鋼
鋼
材
消
費
は
、

国
内
の
完
成
車
生
産
が
軽

自
動
車
を
中
心
に
減
少
す

る
が
、

1台
当
た
り
の
特

殊
鋼
使
用
量
が
多
い
普
通

乗
用
車
・
ト
ラ
ッ
ク
な
ど

が
安
定
推
移
し
、
自
動
車

の
海
外
生
産
向
け
部
品
需

要
や
産
機
向
け
も
堅
調
に

推
移
す
る
た
め
、
内
外
需

と
も
に
若
干
増
加
す
る
見

通
し
。

　
普
通
鋼
鋼
材
消
費
は

3

年
連
続
で

5
0
0
0万

㌧

台
、
特
殊
鋼
鋼
材
消
費
も

3年
連
続
で

1
3
0
0万

㌧
台
を
維
持
、
全
国
粗
鋼

生
産
量
が

3年
連
続
で

1

億

1
0
0
0万

㌧
台
を
キ

ー
プ
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

03年
度
か
ら

07年
度
の

世
界
同
時
好
況
期
を
除
く

と
、

1億

1
0
0
0万

㌧

台
の
全
国
粗
鋼
が

3年
続

く
の
は
初
め
て
。

　
鉄
連
は

15年
度
の
日
本

経
済
に
つ
い
て
、
消
費
税

再
増
税
が

17年

4月
に
延

期
さ
れ
た
こ
と
か
ら
個
人

消
費
・
住
宅
投
資
が
回
復

に
向
か
い
、
設
備
投
資
や

輸
出
の
持
ち
直
し
も
下
支

え
と
な
り
、
景
気
は
回
復

軌
道
を
辿
る
と
み
て
い

る
。

　
日
本
鉄
鋼
連
盟
に
よ
る
と

2
0
1
5年

度
の
国
内
鋼
材
消
費
量
は

14

年
度
見
込
み
横
ば
い
の

6
4
3
4万

㌧
程
度
に
な
る
見
通
し
だ
。
普
通

鋼
が

0・

2％
減
の

5
1
0
7万

㌧
、
特
殊
鋼
は

0・

7％
増
の

1
3
2

7万
㌧
。
鉄
鋼
輸
出
は
前
年
度
並
み
で
、高
水
準
の
輸
入
が
継
続
す
る
と

想
定
し
、

15年
度
の
全
国
粗
鋼
生
産
量
は

14年
度
並
み
の

1億

1
0
0

0万
㌧
を
上
回
る
水
準
を
維
持
す
る
と
予
想
し
て
い
る
。

鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ

500円
引
き
下
げ

東
鉄

、宇
都

宮
除

き

　
【
上
海
支
局
】
中
国
大
手

民
営
ス
テ
ン
レ
ス
メ
ー
カ
ー

の
青
山
控
股
集
団
は

2
0
1

4年
の
ス
テ
ン
レ
ス
粗
鋼
生

産
量
が

4
0
0万

㌧
を
超

え
、世
界
ト
ッ
プ
と
な
っ
た
。

前
年
は

3
0
0万

㌧
で
従
来

ト
ッ
プ
の
太
鋼
不
銹
鋼
に
ほ

ぼ
並
ん
で
い
た
。

1社
で
日

本
の
全
ス
テ
ン
レ
ス
生
産
を

1
0
0万

㌧
ほ
ど
上
回
る
。

青
山
控
股
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

に
ニ
ッ
ケ
ル
銑
鉄
工
場
を
建

設
す
る
な
ど
積
極
投
資
を
行

っ
て
お
り
、
国
内
外
の
市
場

で
影
響
力
を
強
め
そ
う
だ
。

　
中
国
特
殊
鋼
企
業
協
会
不

銹
鋼
分
会
が
中
国
ス
テ
ン
レ

ス
業
界

14年

10大
ニ
ュ
ー
ス

を
こ
の
ほ
ど
紹
介
し
た
。
青

山
控
股
は

92年
設
立
で
浙
江

省
や
福
建
省
、
広
東
省
な
ど

に
工
場
を
持
ち
、
原
料
の
ニ

ッ
ケ
ル
銑
鉄
か
ら
一
貫
製
造

の
高
い
競
争
力
を
武
器
に
市

場
シ
ェ
ア
を
拡
大
。
ス
テ
ン

レ
ス
の
半
製
品
と
熱
延
を
主

に
販
売
し
て
い
た
が
、

13年

か
ら
冷
延
の
販
売
も
始
め

た
。

30社
以
上
の
グ
ル
ー
プ

会
社
と

1万
人
以
上
の
従
業

員
を
抱
え
、

13年
に
生
産
量

3
0
0万

㌧
、
売
上
高

5
0

8億
元
（
約

9
8
0
0億

円
）。太

鋼
や
国
内
ス
テ
ン
レ

ス

3位
の
宝
鋼
集
団
が
青
山

控
股
か
ら
半
製
品
を
購
入
す

る
な
ど
他
社
と
の
協
力
も
進

め
て
い
る
。

　

10大
ニ
ュ
ー
ス
は
他
に
鞍

山
鋼
鉄
集
団
の
買
収
案
件
を

取
り
上
げ
た
。
台
湾
の
義
聯

集
団
が
広
州
に
持
つ
ス
テ
ン

レ
ス
製
造
会
社
の
聯
衆
（
広

州
）
不
銹
鋼
の
株
式

60％
を

鞍
鋼
集
団
が
取
得
す
る
こ
と

で

10月
に
合
意
し
た
。

　
世
界
最
大
の
ス
テ
ン
レ
ス

コ
イ
ル
セ
ン
タ
ー
の
江
蘇
大

明
金
属
製
品
は
、

14年
に
ス

テ
ン
レ
ス
鋼
材
の
販
売
量
を

1
2
5万

㌧
、
加
工
量
を

1

8
5万

㌧
に
増
や
し
、
過
去

最
高
を
記
録
し
た
。
設
備
投

資
で
は
宝
鋼
徳
盛
の

1
3
5

0㍉
幅
ス
テ
ン
レ
ス
冷
延
ミ

ル
が

5月

7日
に
試
験
稼
働

開
始
。
太
鋼
は

1
7
5
0㍉

幅
の

4
0
0系

専
用
ス
テ
ン

レ
ス
冷
延
ミ
ル
を

5月

28

日
、
同
幅
の

3
0
0系

専
用

ス
テ
ン
レ
ス
冷
延
ミ
ル
を

6

月

30日
に
そ
れ
ぞ
れ
本
格
稼

働
さ
せ
た
。

中国・青山控股

ステンレス粗鋼世界首位
14年400万㌧超、太鋼抜く

鉄連見通し

　
東
京
製
鉄
は

10日
入
荷

分
か
ら
の
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ

購
入
価
格
を
、田
原
工
場
、

岡
山
工
場
、
九
州
工
場
、

高
松
鉄
鋼
セ
ン
タ
ー
で
全

品
種
ト
ン

5
0
0円

引
き

下
げ
た
。

　
改
定
後
の
特
級
価
格
は

次
の
通
り
。

　
▽
田
原
工
場
（
海
・
陸

上
）
＝
ト
ン

2万

6
5
0

0円
▽
岡
山
工
場
（
海
・

陸
上
）
＝
ト
ン

2万

4
0

0
0円

▽
九
州
工
場
（
海

・
陸
上
）
＝
ト
ン

2万

4

0
0
0円

▽
宇
都
宮
工
場

（
陸
上
）
＝
ト
ン

2万

6

5
0
0円

▽
高
松
鉄
鋼
セ

ン
タ
ー
（
海
・
陸
上
）
＝

ト
ン

2万

3
5
0
0円

　
政
府
は

9日
の
臨
時
閣

議
で
、

2
0
1
4年

度
補

正
予
算
案
を
決
め
た
。
経

済
産
業
省
関
連
で
目
玉
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
対
策

と
し
て
、
省
エ
ネ
設
備
導

入
補
助
金
を

9
2
9億

5

0
0
0万

円
確
保
す
る
。

省
エ
ネ
が
明
ら
か
な
機
器

導
入
に
は
、
煩
雑
な
手
続

き
を
簡
略
化
で
き
る
枠
を

新
た
に
設
け
、
積
極
的
な

活
用
を
促
す
。
通
常

3分

の

1以
内
の
補
助
率
を
、

中
小
企
業
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

多
消
費
企
業
を
対
象
に

2

分
の

1以
内
に
重
点
化
す

る
。
日
本
鉄
鋼
連
盟
な
ど

が
電
力
多
消
費
産
業
の
負

担
軽
減
策
な
ど
を
再
三
訴

え
て
き
た
の
に
対
応
す

る
。
経
産
省
で
は
省
エ
ネ

補
助
金
を
テ
コ
に
約

1
8

0
0億

円
の
設
備
投
資
促

進
を
見
込
む
。

　
省
エ
ネ
補
助
金
は
今

回
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
や
イ
ン
バ
ー

タ
設
備
な
ど
、
省
エ
ネ
性

能
が
明
ら
か
な
機
器
を
指

定
し
、
手
続
き
を
簡
素
化

し
た
枠
が
主
体
。
Ａ
類
型

と
し
て
約

7
2
5億

円
を

割
り
当
て
る
。
申
請
者
は

対
象
機
器
を
民
間
団
体
で

確
認
し
、
従
来
よ
り
簡
素

な
に
申
請
で
き
る
。
今
回

予
算

2
0
0億

円
を
割
く

従
来
の
Ｂ
類
型
は
、
工
場

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
と

省
エ
ネ
効
果
を
具
体
的
に

報
告
す
る
必
要
が
あ
る
。

申
請
に
相
当
な
事
務
量
を

伴
い
、
中
小
企
業
に
は
申

請
が
難
し
い
な
ど
改

善
を

求
め
ら
れ
て
い
た
。

　
コ
ス
ト
上
昇
で

疲
弊
す

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
多
消
費
企

業
に
支

援
の

焦
点
を
当
て

た
点
も
今
回
の
特

徴
。Ａ
、

Ｂ
類
型
と
も
に
、
通
常

3

分
の

1以
内
の
補
助
率
を

中
小
企
業
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

多
消
費
企
業
は

2分
の

1

以
内
と
す
る
。

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
多
消
費
企

業
は
売
上
高
に

占
め
る
電

力
以
外
を

含
め
た
エ
ネ
ル

ギ
ー
コ
ス
ト
が

10％
以
上

の
企
業
に
加
え
、
固
定
価

格
買
取
制
度
で
減

免
措

置

対
象
に
な
る
電
力
使
用
量

が
製
造
業

平
均
の

8倍
超

と
す
る
。
電
力
多
消
費
業

界
か
ら
の
要
望
を
受
け
た

措
置
で
、
普
通
鋼
電
炉
な

ど
の
ほ
か
、
ス
テ
ン
レ
ス

な
ど
高
付
加
価
値
製
品
の

メ
ー
カ
ー
も

網
羅
で
き
る

見
込
み
。

　
省
エ
ネ
補
助
金
を
相
談

で
き
る

窓
口
が
地
方
に
は

な
か
っ
た
が
、
自

治
体
な

ど
を

窓
口
と
し
、
相
談
で

き
る
体
制
を
整
備
。
経
産

省
で
は
都
道
府

県
な
ど
各

地
域
に

窓
口
を
設

置
し
、

地
方
で
の
補
助
金
活
用
に

結
び
付
け
た
い
考
え
。

補正予算省
エ
ネ
補
助
金

930億
円

エ
ネ
ル
ギ
ー

多
消
費
企
業
　補
助
率

�以
内
に
拡
充


